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　私 は現在,薬 学部の兼担として 「自己表現論」とい






















現在彼 らの一部が大学生 になっていて もおかしくはな
い年代である。
　その分類 としては,








また本人の身勝手 とも取れ る行動が,周 囲の人を巻 き
込んで,よ り一層問題を大 きくすること等が生じやすい
と思われる。
　 上述の発達障害において,そ の障害 を疑 う場合 に面
接場面で観察 しやすい事柄,も しくは推測 可能な事柄
としては,以 下のことが上げられるが,こ れはカウンセ
ラーのみならず,科 目担当者,学 年主任,ク ラス担任
でも同様のことが言える。
　① 広汎性発達障害… 約束していないのに突然面接




友人関係が上手く取れず,孤 立 しているようで,思 い
込み,こ だわりが激しい。









きない。すなわち読む ・書く ・計算する ・推測す る等
の基礎的な習得に著しい困難を要 している。
　以上のことから,今後の対応として,
　① 発達障害の診断がある学生の場合 に,障 害 とし




　② 障害の可能性がある場合 に,医 師の診断を得 る






　 ゆえに 「適切な支援」 を行 うためには,彼 らが何が
得意で何が不得意なのか,また彼 らを取 り巻く環境(人
的,物 的)等 について,詳 細なアセスメント(個人特
性や状況の評価)が 必要不可欠となる。それに関わる
のがカウンセラーである。
　 もちろん,支 援 を受ければ必ず全ての対象者が上手
くいくわけではなく,とりわけ自分の得意分野を活かし
にくい教科だと本人の努力が報われない場合が往々に
してある。その場合 は,あ らためて自分の得意分野 を
活かせ る方向を各教員 と共にカウンセラーも一緒 に探
し出す ことが必要になってくると思われる。
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